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令 和 ３ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日 

国土技術政策総合研究所 

 

社会の｢これから｣をつくる研究所『国総研』講演会開催 
～DX などの最前線の研究を一挙にご紹介～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

１．公開日時：令和 3 年 12 月 20 日（月）9 時から 

２．プログラム： DX に関する最新の研究動向や災害対策への取り組みなど、様々な

テーマに関して国総研の各研究部・センターが取り組む最新の研究

動向・成果について講演（詳細は別紙） 

３．視聴方法：令和３年度国総研講演会特設サイトにアクセスしてください。 

視聴無料です。登録不要で都合の良い時間に何度でもご覧いただけま

す。 

４．特設サイト URL：http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/koen2021.html 

５．単位認定：土木学会継続教育（CPD）認定プログラム 

（土木学会へ申請中） 

土木学会 CPD 受講証明書の発行方法は、上記４．特設サイトをご覧

いただきますよう、お願いいたします。 

 
 

 

（問い合わせ先） 
 国土技術政策総合研究所 企画部 企画課 尾崎、水島、明石 

TEL：029-864-2674 FAX：029-864-1527 

E-mail: nil-kouenkai2021@mlit.go.jp 

資料配布の場所 

1. 国土交通記者会 

2. 国土交通省建設専門紙記者会 

3. 国土交通省交通運輸記者会 

4. 筑波研究学園都市記者会 

5. 横須賀市政記者クラブ 

令和３年１０月２９日同時配布 

・今年度で 21 回目となる国総研講演会を開催いたします。 

・令和 3 年 12 月 20 日から国総研ホームページにて、無料で視聴可能です。申込・登録不要

でご都合の良い時間に何度でもご覧いただけます。 

・国総研の各研究部・センターが取り組む最前線の研究について、研究動向や研究成果を講

演いたしますので、ぜひご覧ください。 

国土技術政策総合研究所は本年で 20 周年を迎えました。 
▶ 国総研 20 年史公開中 

http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/20nenshi/index_20years.htm 



「令和３年度国総研講演会」プログラム
令和３年１２月２０日（月）９：００～　YouTube配信

タイトル　／　概要　／　講演者

下水道における脱炭素に向けた取組
下水の収集と処理には、多くの電力や燃料を消費し、処理過程でも温室効果ガスが発生している。一方で発生するバイオガス等、
生成物の利用も進められている。下水道における地球温暖化対策の現状と課題、それらに対する国総研の役割等について紹介す
る。

南山 瑞彦　／　下水道研究部長

ハード・ソフト両面で取り組んできた津波対策に関する研究
東日本大震災より１０年を節目に、国総研がこれまで実施してきた「海岸堤防に作用する津波波力」「粘り強い海岸堤防」に関す
る研究および「津波避難の促進」「津波防災地域づくり」に関する研究など、ハード・ソフト両面から研究を紹介する。

福濱 方哉　／　河川研究部長

土砂災害防止法の施行から20年～土砂災害対策への取り組み～
激甚な土砂災害が多く発生していることを受けて、土砂災害防止法は複数回改正されて土砂災害に対する防災体制の強化が図られ
てきている。ここ最近の土砂災害研究部の研究成果は、土砂災害防止法の改正に関係する「土砂災害警戒情報」と「河道閉塞（天
然ダム）等の大規模土砂災害時の緊急調査」にも実装されている。この２つの研究の進展経過について紹介する。

冨田 陽子　／　土砂災害研究部長

交差点での歩行者交通安全に関する取組み
交差点での歩行者交通安全の実現に向けて、令和3年3月に『ボラードの設置便覧』がまとめられた。本講演では、当該資料の構成
材料である「ボラードの強度性能」などに関し、国総研が行った取組みを紹介する。

高宮 進　／　道路交通研究部長

頼れるつくばの助っ人研究者　－道路災害における道路構造物研究部の活動－
豪雨・地震などによる道路構造物の災害に対し、道路構造物研究部では専門家の派遣や新たな課題に対応するための調査研究を
行っている。本講演では、近年の豪雨災害を事例に、被災した地方自治体管理の道路構造物の調査や復旧のための当部の技術的な
支援活動について紹介する。

福田 敬大　／　道路構造物研究部長

熊本地震からの創造的復興を目指して－国総研初の現場密着型研究室の軌跡－
本講演では、平成28年熊本地震の復旧・復興事業をより加速化させていくため、国総研として初めて現地に設置した研究室が、九
州地方整備局熊本復興事務所と車の両輪となって行ってきた技術的な支援活動について紹介する。

　西田 秀明　／　熊本地震復旧対策研究室長

建築物の屋根ふき材及び小屋組の強風対策に関する研究動向
近年の大規模台風の強風によって建築物の屋根に多数の被害が生じたことを踏まえ、建築物の屋根の強風対策に係る研究に取り組
んでいる。
高い性能確保に資する屋根瓦の緊結仕様や木造小屋組の接合方法に関する研究成果、屋根ふき材の補強技術の評価法などの研究の
実施状況について紹介する。

長谷川 洋　／　建築研究部長

建築分野におけるBIM推進　－「維持管理BIM」の取組みと課題－
建築物の生産プロセス及び維持管理における生産性向上を図るBIM推進の取組みの動向と、公共賃貸住宅等の維持管理段階において
データを活用するためのBIMモデルの作成と維持管理業務への導入に向けた課題を概説する。

髙橋 暁　／　住宅研究部長

都市のグリーン化に向けて ～２０５０年カーボンニュートラルの実現に資する都市分野の研究開発の動向～
サステナブルな都市構造の構築(スマートシティ、公共交通の利用促進)、都市の緑化の推進、暑さを和らげるヒートアイランド対策
等、２０５０年のカーボンニュートラルの実現に向けて取り組む都市分野の研究開発の動向を紹介する。

遠山 明　／　都市研究部長

沿岸海洋・防災研究部の最近の研究について
当部では沿岸域の効率的な利用と安全・安心な生活の実現に関する研究を行っている。最近の研究として、UAV等を用いた効率的
な港湾施設の維持管理、生態系再生および陸上土砂利用の手法ならびに交流拠点「みなとオアシス」の活性化を紹介する。

森木 亮　／　沿岸海洋・防災研究部長

港湾分野におけるi-Constructionと研究動向
港湾分野においても、建設現場の生産性を向上させ、魅力ある建設現場の創出を目指すi-Constructionを推進しており、その取り組
みの概要を紹介するとともに、国総研が行っている研究動向について報告する。

丹生 清輝　／　港湾研究部長
地震後の空港舗装の点検・応急復旧マニュアルについて
地震発生後の空港供用再開に当たって、空港管理者は、速やかに、滑走路等の点検を実施し、異常が確認された場合には、供用の
可否、復旧方法を判断する必要がある。この際、客観的な判断ができるよう作成した点検・応急復旧マニュアルを紹介する。

小野 正博　／　空港研究部長

建設生産プロセスにおける3次元／デジタルデータの活用の動向　～生産性向上／働き方改革を目指して～
i-Construction、インフラ分野のDXを進め、生産性向上、働き方改革を実現する上で鍵となる、建設生産プロセスの各段階で3次元
／デジタルデータを活用する各種技術について、研究開発の状況を紹介。

　岩﨑 福久　／　社会資本マネジメント研究センター長

　＊過去の講演動画はこちらからご覧いただけます　http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/kouenkai/index.html


